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1942 年東京都生まれ。東京大学教育学部卒業、同大学院教育学研究科博士課程

1年中退。大阪大学文学部助手、愛知教育大学教育学部専任講師・同助教授、名

古屋大学助教授・同教授、早稲田大学教育･総合科学学術院特任教授、2012 年 4
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この間、名古屋大学教育学部附属中・高等学校長、同大学教育学部長などを歴

任。2005 年 2月より第３期中央教育審議会委員（６期の現在も）
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